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黒潮会賞とその選考ガイドライン

（１）黒潮会賞の目的

現役水泳部員に、黒潮会を身近に感じてもらうこと、日々の水泳部活動の励みとしてもらうことを狙い

として黒潮会賞を設ける。更に、黒潮会総会は会員のための年一度の公式行事であるが、現役水泳部員

にとって、夏の総会が魅力のあるイベントとなるよう黒潮会賞授賞式を定着させる。

（２）黒潮会三賞と選考基準

殊勲賞（記録並びに対外試合への貢献度、加えて、学業への取り組み）

水泳に真摯に取り組み、顕著な成績を残し（黒潮会30傑に記録が登録される、対外試合で好成績を収め

るなど）且つ、学業にもしっかり取り組んだと認められる水泳部の模範となる部員（後期生）

貢献賞（記録よりも水泳部への貢献度を重視）

水泳に真摯に取組み、チームワークの醸成や、学校の内外で水泳部の存在感を高めるなど、水泳部への

貢献が顕著であったと認められる部員（後期生）

努力賞（記録よりも過程を重視）

水泳に真摯に取組み、泳力向上への努力と、記録の伸びが顕著であったと認められる部員（前期生）

（３）選考対象

前年度の夏季休暇初日から今年度の夏季休暇前日までの一年間を対象期間として、当該一年間水泳部に

籍をおき、活動した部員を対象とする。

尚、同一部員が在学中に同一の賞を重ねて受賞することは出来ないものとする。

（４）選考委員

選考委員は、前年度、今年度に活動した黒潮会が委嘱したコーチ全員と顧問の先生方全員に依頼する。

（５）選考手順

公正を期すため、投票用紙と投函用封筒を本会幹事が各選考委員に 7月上旬に配布する。各委員は投票

用紙に本人氏名を自筆署名の上、各賞に 3人の部員名を推薦順位付けして記入する。記入後、投票用紙

を指定の封筒（親睦事業担当副会長宛）に入れて、7月20日までに各自で投函する。

尚、止むを得ざる事由により投函が遅れる場合は、その旨、親睦事業担当副会長に申し出るものとする。

（６）受賞者の決定

選考委員の投票結果に基づくポイント集計によって各賞の最上位者を受賞候補者とする。

① 殊勲賞の最上位者が他の賞でも最上位者となった場合は殊勲賞を優先し、他の賞は次点に譲る。

② 各賞において同ポイントで複数の受賞候補者が出た場合にはその全員を受賞候補者とする。

親睦事業担当副会長が7月下旬の幹事会に受賞候補者を報告し、幹事会で受賞者を最終決定する。

（７）受賞者の発表

受賞者の発表は総会の黒潮会賞授賞式において、親睦事業担当副会長が選考経過の説明と共に行う。

（８）表彰

黒潮会賞の表彰はその年の黒潮会総会の授賞式において行うものとし、表彰状と記念品を授与する。
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